
札幌市議会で、教員の変形労働時間制について質疑

変形労働導入は「動向等を注視」と回答
教員の増員は「国に要望」の回答にとどまる

●札幌市議会で、変形労働導入についての質疑
本日５日の札幌市議会第４回定例会代表質問で、教員の変形労働時間制につ

いて質疑が行われました。
千葉なおこ議員（日本共産党）は、労使協定を結ばず条例での導入を可能と

していること、教員の業務に繁閑は見込めず時間外労働が恒常化している実態
を指摘した上で、教員への変形労働時間制導入への見解を求めるとともに、や
るべきは業務の軽減と教員の増員だとして教育長の考えを質しました。
長谷川雅英教育長は、「今後、国から示される具体的な運用等を踏まえ判断する必要があること

から、その動向を注視してまいりたい」と、明言を避けました。
また、教員の増員については、定数法などの「法令を踏まえ配置しているところ」であり、「今

後もその増員について、様々な機会を通じて国に要望してまいる」と述べるにとどまりました。

●これからのとりくみで、押しとどめることができます！
変形労働導入について、「国から示される具体的な運用等

を踏まえ判断」ということですから、それまでの間に、私た
ちが現場の勤務の実態や変形労働導入の問題点を伝え、変形
労働導入を許さない世論を大きく広げていくことで、条例化
を押しとどめることができます。
道教組は、教員への変形労働導入についてアンケートをお

こない、現場の教職員の声を集めています。あなたの声を、
ぜひお寄せください。
また、１４日（土）には、道高教組とともに緊急シンポジ

ウムを開催します。神奈川過労死等を考える家族の会の工藤
祥子さんをお招きして、改めて変形労働時間制の問題点につ
いて学び、超勤が常態化している教職員の勤務時間のあり方
について、参加者とともに考えたいと思います。
ぜひ、ご参加ください。

▼右のＱＲコードから、あなたの声をお寄せください。

変形労働制ではなく、せんせいふやそう！
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